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１．はじめに 

青森県は、全国的にも強風が吹きやすい地理的条件

を満たしており、下北および津軽半島で風力発電の導

入が進んでいる。また、NEDOによる 2012年度末の国

内風力発電設備の導入・撤去に関する実績調査結果で

は、都道府県別の発電量と設置基数は、それぞれ 33万

kw、212基で導入量としては国内第 1位であった。一

方、設置基数だけで見れば、北海道が 280基で第 1位

であるが、発電量が少ないために導入量では第 2位で

あった。よって、青森県が、発電能力の高い風車が集

中している地域であることを県民自身が深く認識し、

その知識や理解をさらに深めることは、科学技術の振

興上で非常に重要である。例えば、中学生が風力発電

を知る機会には理科の授業がある。ここで、太陽光お

よび風力発電は、「クリーンエネルギー」として紹介さ

れている 1)。しかし、この分野の説明は、概要程度に

留まり、学習者のニーズに十分対応しているとはいえ

ない。本校では、2年次に工学基礎で風力発電の授業

が実施されている。この授業では自作の実験装置 2)を

用いるが、これを中学生用にダウングレードすれば、

授業者は、学習者の目前で、容易に風力発電の演示が

可能で、興味関心等をさらに引き出すことが可能にな

る。本研究では、風力発電を積極的に導入する地域に

暮らす中学生を対象に、風力発電に関する興味関心お

よび学習意欲を高めることを目的とした授業用教材を

製作し、生徒が能動的または主体的に学習に取り組ん

だか等の教育的効果について検討する。 

 

２．教材の概要 

本研究では、風力発電の仕組みの理解と発電の結果

を教室全体で共有可能にするために、モータ、電力測

定モジュール（INA226）、Arduinoおよび Processingを

利用した教材を製作した。図 1は、教材の概要である。

本教材は、マイコンのシリアル通信を利用し、発電効

率の計算結果を PC画面に表示可能にした。この発電

効率の計算には、INA226で測定した電力と測定回数の

パラメータを利用した。また、図中の Gは、模型用の

風力発電機である。学習者が、風車羽根を自作して、

発電機で生じる電力の関係が理解できれば、風車羽根

の形状を改善させながら授業を進めることも可能であ

る。 

 

３．まとめ 

本教材は、測定時間が 12秒程度で風力発電を体験す

ることが可能である。また、学習者同士が、測定を繰

り返すことで、深い知識がなくても、発電に寄与する

風車羽根の良好な形状も観察や実験を通じて理解でき

るため、アクティブ・ラーニング用の教材にもなり得

る。さらに、PC画面上に、測定中の電力変化をグラフ

ィック表示可能なので、視覚的にも発電の様子が理解

できる教材となった。また、この実験の様子は、プロ

ジェクターでスクリーン投影も可能なので、学習者の

成就感および達成感をクラス全体で共有できる教材に

もなり得、再生可能エネルギーや風力発電を学ぶ初学

者の動機付けに適したものになった。また、アンケー

ト結果から、興味関心を引き出す教材であることも明

確になった。
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Fig. 1 教材の概要 
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